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フジッコ「カスピ海ヨーグルト」シリーズ 

当社従来品に比べプラスチック使用量を 20％削減した 

環境配慮型容器への切り替えを 2024 年 1 月より順次開始！ 
 
フジッコ株式会社（本社：神戸市中央区/代表取締役社長執行役員：福井正一）は、独特のねばりを楽しめる

「カスピ海ヨーグルト」シリーズ 2種類の容器を、先行して 2024 年 1 月より順次プラスチック使用量を 20％削

減※した環境配慮型容器へ切り替えてまいります。 

また、容器変更に伴い、パッケージにプラスチック削減マークを追加するなど、パッケージ表記を一部変更い

たします。 

※当社従来品比 

 

■実施背景 

フジッコはパーパスとして『5つの健康』を掲げています。『5つの健康』とは、健康でありながらさらに良

好な状態で、心が健康で心身ともに快適な“Wellness”な状態を実現するべく、「健康提供」「健康社会」「地球

健康」を目指し、その実現のために「健康経営」「健全経営」に務めるというものです。このパーパスの 1つで

ある、環境保護を進めていく「地球健康」のための活動として、昨今から問題視されているプラスチック使用

による環境問題を解決するべく、環境配慮型容器への切り替えに踏み切りました。 

容器変更にあたり、品質保持や賞味期限保持のために、バリア性に加え容器自体の強度も維持する必要があ

り、開発期間は約 2年間要しました。強度を保ちつつプラスチック使用量を削減するために、容器メーカーと

協力し、プラスチック原料を変更するなど、何度も試行錯誤を重ねてまいりました。その結果、充分な強度を

保ちながらも、従来の「カスピ海ヨーグルト」使用容器に比べ、プラスチック使用量を 20％削減した容器開発

に成功しました。 

今回の「カスピ海ヨーグルト」シリーズ 2種類の環境配慮型容器への変更を皮切りに、「まるごとＳＯＹカス

ピ海ヨーグルト」や他のフジッコ製品に関しても環境配慮型容器への変更に向けて引き続き取り組んでまいり

ます。 
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■主な変更点 

 従来の自社容器に比べ、カップのプラスチック使用量 20％削減 

現状の「カスピ海ヨーグルト」カップ容器重量が 23.1g であるところを、今回の変更により 18.4g とプラ

スチック使用量を 20％以上削減しました。これにより、従来の自社容器と比較してプラスチック使用量に

おいて年間約 120 トンの削減が見込まれます。 

 容器変更に伴ったパッケージ表示の一部変更 

プラスチック削減マークを追加することで、より多くのお客様に環境配慮に関して認

知を広めます。 

 

■実施時期 

 

 

 

 

 

■「カスピ海ヨーグルト」について 

「カスピ海乳酸菌（クレモリス菌ＦＣ株）Ⓡ」独特のねばりと北海道産生乳のリッチな

味わいが楽しめるヨーグルトです。長寿食研究で著名な家森幸男先生が、長寿地域とし

て知られるコーカサス地方より研究のために持ち帰ったヨーグルトからフジッコが分

離・純粋培養した「カスピ海乳酸菌（クレモリス菌ＦＣ株）Ⓡ」を使用し、その菌が独特

のねばりと穏やかな酸味を作り出しています。 

また、「まるごとＳＯＹカスピ海ヨーグルト」は、まるごと大豆の栄養をそのままに、

「カスピ海乳酸菌（クレモリス菌ＦＣ株）Ⓡ」を使用することで、大豆本来のおいしさを

生かしたまろやかクリーミーな味わいに仕上げた乳成分不使用の商品です。 

 

「カスピ海ヨーグルト」ブランドサイト：https://www.caspia.jp/  

 

 

 

【お問い合わせ先】 

フジッコ株式会社 コア事業本部 ヨーグルト・デザート事業部 TEL：03-6912-2279 

ホームページアドレス：https://www.fujicco.co.jp  

 

【一般の方のお問い合わせ先】 

フジッコ株式会社 お客様相談室 TEL：0120-078-126 （受付時間：平日 9：00～17：00） 

 

商品名 実施時期 

カスピ海ヨーグルト プレーン 400ｇ 
2024 年 1月より順次切り替え 

カスピ海ヨーグルト 脂肪ゼロ 400ｇ 

https://www.caspia.jp/
https://www.fujicco.co.jp/

